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研究成果の概要（和文）： 
 地域在住高齢者の普通速度歩行運動を同一個体において夏と冬の半年ごとに 7 年間繰り
返し縦断的に調べ、若年成人との比較もあわせて高齢者歩行の特徴と加齢変化の実態を把
握した。体力と運動測定値に季節変動のある項目が認められた。同一季節の比較では、加
齢により握力と股関節可動域に有意の減少、骨密度と体脂肪率に減少傾向が認められた。
一方歩行速度は繰り返し調査群で速くなる傾向があり、訓練による機能向上が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Normal walking of healthy elderly people living in the community was longitudinally 
studied during seven years repeatedly every one half year in summer and winter seasons. 
Characteristics of elderly walking and their changes according to the age were analyzed 
including the comparison with those of young adults. Seasonal differences were observed in 
many measurements. Significant decreases along with the age were observed in the grip 
strength and the range of hip joint when comparisons were made in the same season. 
Decreases were also observed in the bone density and the fat proportion. By contrast, the 
walking speed increased in the repeated group. The training will result in the increase. 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国における高齢者社会への移行速度
は先進諸国の中でもとくに著しい。高齢者の
生活の質（QOL）を確保することは、現代日
本社会を健全に成立させるための急務とな
っている。QOL には移動運動能力を確保す

ることが、食事・排便などを自立して行い人
間としての尊厳を高めるために重要な課題
となる。ヒトの直立二足歩行という他の動物
に類を見ない移動運動の加齢現象を直接把
握することが必要であるにもかかわらず、こ
れらの研究は充分とはいえなかった。その理
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由の一つとして、高齢者における変異の幅が
大きく、同一年齢層においても加齢による運
動能力変化程度に個人差があることがあげ
られよう。しかし、このことは加齢しても個
人により能力を持続する可能性のあること
を示しているといえる。このような個人差を
詳しく検討するには同一個人を長期継続調
査する縦断的研究が必要である。研究開始当
初にこのような観点から縦断的調査を行っ
た研究は不十分なものであった。我々は予備
的調査により、高齢者歩行の若年成人歩行と
の横断的な特徴比較や季節性の存在を明ら
かとしてきていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は高齢者の運動能力とくに歩行能
力の加齢現象を半年ごとの長期にわたる個
体追跡によって解明しようとするものであ
る。対象として地域在住の健康な高齢者にし
ぼり、病院や施設では無く生活の場における
加齢を観察することとする。予備調査から数
えて最大７年間にわたる継続調査とする。こ
のような観点の研究はこれまでに例を見て
いない。当初の目標として、（1）季節変動を
数量的に明確にすること、（2）加齢現象を縦
断的に証明し、その要因と過程を追及するこ
と、（3）加齢現象の特性とできればそれへの
対策の一部を提示すること、とした。 
 
３．研究の方法 
 対象集団は石川県かほく市および周辺の
加賀地方で自宅に在住する健康な 65 歳以上
の高齢者である。調査は以下の 3群に行った。
（1）本調査の中心である個体追跡を行った
43 名（女性 25 名、男性 18 名）の高齢者。
2004 年夏より 2011 年冬までの 7 年間、夏期
（7-8 月）ならびに冬期（1-2 月）の半年ごと
の調査を行った。この間の年齢は 65-80 歳の
範囲である。（2）高齢者集団の例数を増やす
ために、1 回のみ主に夏期に横断的調査を行
った 24 名（女性 12 名、男性 12 名）の高齢
者。年齢は 65-77 歳。（3）比較とする石川県
在住若年成人集団 62 名（女性 37 名、男性
25 名）。夏期 1 回のみ横断的調査を行った。
年齢は 18-31 歳、平均 20.9 歳。高齢者第 1
群の初回調査時（継続調査の影響を除くため
初回を用いる）と第 2 群との間にほとんど差
が見られないため、若年者との比較にはこれ
らをあわせた 67 名を用いた。このときの高
齢者平均年齢は 70.5 歳である。 
 調査場所はかほく市にある石川県立看護
大学の体育館で、板張りの床を持ち空調はな
い。調査時室内気温平均は夏期 30.3 度、冬期
9.8 度で、かほく市の調査日最高気温平均値
（夏期 29.7 度、冬期 6.6 度）よりそれぞれわ
ずかに高い。 
 調査項目は身体および体力測定として、身

長、体重、足底インピーダンス計測体脂肪率、
超音波通過速度測定骨密度、握力、開眼片足
立ち時間、開眼両足立ち重心動揺軌跡、ファ
ンクショナルリーチ、普通速度歩行の調査と
して、3 次元運動解析、体重心位置背面付近
3 次元加速度測定、歩数計による一日平均歩
数測定、問診調査として、生活習慣、主観的
幸福度、日常生活活動度の聞き取り調査、を
行った。 
 参加者はすべてボランティアであり、調査
の意義を理解し文書による同意を得た者で
ある。高齢者には毎回主な項目につき本人の
数値を通知した。研究は石川県立看護大学倫
理審査委員会の審査を受けて承認された。 
 
４．研究成果 
(1)高齢者の季節変動 

引き続く夏期と冬期連続資料 96 例、冬期
と夏期連続資料 92 例について調べ有意の差
のある測定項目が認められた。男女の例数が
ほぼ等しいので男女込みの結果を示す。 

体重（冬期大）、体脂肪量（冬期大）、BMI
（冬期大）、握力（夏期大）、一日平均歩数（夏
期大）、一歩時間（夏期大）、速度（冬期大）、
歩行時股関節可動域（冬期大）については夏
期から冬期と冬期から夏期のどちらにも有
意の差が逆向きに認められた。冬期は生活の
変化により一日運動総量が減少しており、こ
のことと気温の低下により体脂肪量、体重、
BMI が増したと考えられる。冬期の握力減少
には調査場所の気温低下が関係すると思わ
れるが、この気温が外気温と平行しているこ
とから、少なくとも日常屋外における筋力に
季節変動のあることが考えられる。冬期の一
歩時間減少とこれによる速度増加は解釈が
むずかしいが、単位時間あたりの活動量を増
して発熱を促す行動がとられた可能性があ
る。 

以上のように季節変動のあることを数量
的に示すことができた。 
 
(2)縦断的加齢現象 
 季節変動のあるため、夏期と冬期を別々に
比較する。参加者はすべて自由意志による参
加であるため、当日参加できない者、途中で
やめる者も多い。継続している者は健康への
意識が高く、参加できる体力気力を維持して
いる者である。このため最終的例数は充分と
はいえなくなったが、このような長期連続資
料は例を見ないものであるため報告する。 
 夏期においては６年間隔の資料が得られ
た参加者が８名（女性２名、男性６名）あっ
た。握力と歩行時の股関節可動域において明
らかに有意の減少が見られた。また、体脂肪
率、骨密度、歩行一歩時間の減少傾向が見ら
れたが、歩行速度は増加傾向が見られた。 
 冬期においては７名（女性 3名、男性 4名）



から５年間隔の資料が得られた。夏期と同様
に、体脂肪率および一歩時間の減少傾向と歩
行速度の増加傾向とがみられた。 
 加齢にともなう体組成や体力の低下に反
して、歩行速度の増加が見られたことが特徴
的である。本調査参加者のように健康へ意識
が高く、定期的な検査を継続して、その結果
を知っている場合、訓練効果により歩行機能
の向上が見られた可能性がある。 
 
(3)加齢特性 
 高齢者と若年成人との平均 50 年の年齢差
がある集団間を男女込みで比較した場合、身
体・体力において体脂肪率、BMI、重心動揺
軌道平均速度で高齢者が、身長、骨密度、握
力、片足立ち時間、ファンクショナルリーチ
距離で若年者が、有意に大きな値を示した
（図１）。高齢者は体組成が変わり、筋力が
低下し、平衡機能が低下している。ただし、
身長については時代差のあることがわかっ
ているので、これがただちに加齢による変化
とはいえない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１.高齢者と若年成人で有意差のある身体
体力項目例 
 
 歩行運動においては、一歩時間左右差すな
わち定常性の悪さ、歩隔、股関節部横揺れで
高齢者が、速度、歩長、股関節水平捻り角、
つま先位置横揺れ、加速度自己相関関数から
みた歩行安定性および定常性で若年者が、有
意に大きかった（図２）。膝・足首関節可動
域では若年者が有意に大きかったが、股関節
可動域では高齢者が大きな値を示した。ただ
しこの項目は高齢者群内では加齢とともに

減少する傾向があるので注意を要する。高齢
者は若年者と比べ身長が小さく、これ以外の
下肢関節の可動域が小さいため、小さな歩長
しかとれない。それを補うために、この集団
では股関節可動域を大きくしている可能性
もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．有意の年齢差の見られた歩行パタン例 
 

高齢者は股関節を除いては胴と下肢の可
動が悪くなり、胴の横揺れが大きいのに対し
て、速度が遅く歩隔が大きい歩き方をしてい
ることとなる。筋力、平衡機能、安定性、定 
常性、関節可動域が低下しているとき、速度 
が遅く歩隔の大きな歩き方は二足歩行の安
定を増す事に寄与し、適応的な変化と考える
ことができる。 
 
(4)その他 
 性差、調査項目間の関係性についても検討
を行っている。 
 最終調査は 2011 年 1-2 月に行われた。こ
の結果は 3月現在取りまとめ中である。 
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